
一般質問

平成２９年（２０１７年）１０月２９日７ こだいら 市　議　会　だ　よ　り

※
１　

え
る
ぼ
し
と
は

　

女
性
活
躍
推
進
法
に
基
づ
き
認

定
を
受
け
た
企
業
に
使
用
が
認
め

ら
れ
る
認
定
マ
ー
ク
の
こ
と
。
女

性
管
理
職
比
率
等
の
基
準
に
応
じ

て
、
三
段
階
の
認
定
に
分
か
れ
る
。

※
２　

乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度

の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
と
は

　

国
が
行
っ
て
い
る
国
民
健
康
保

険
の
国
庫
負
担
金
等
の
減
額
調
整

の
こ
と
。
地
方
自
治
体
が
子
ど
も

の
医
療
費
の
自
己
負
担
分
を
独
自

に
減
額
ま
た
は
無
償
化
す
る
こ
と

に
よ
り
、
受
診
が
波
及
し
て
増
加

し
て
い
る
と
い
う
認
識
の
も
と
実

施
し
て
い
る
。

※
３　

ゾ
ー
ン　

と
は

３０

　

生
活
道
路
の
特
定
の
区
域
（
ゾ

ー
ン
）
に
対
し
実
施
す
る
警
視
庁

の
交
通
安
全
対
策
の
こ
と
。
ゾ
ー

ン
内
で
の
自
動
車
の
走
行
速
度
を

時
速　

㌔
㍍
以
下
に
制
限
す
る
な

３０

ど
し
、
歩
行
者
等
の
安
全
な
通
行

を
確
保
す
る
。

※
４　

バ
イ
ス
タ
ン
ダ
ー
と
は

　

け
が
人
や
急
病
人
が
発
生
し
た

場
合
、
そ
の
付
近
に
居
合
わ
せ
た

人
の
こ
と
。

※
５　

Ｊ
Ｉ
Ｓ
と
は

　

Japanese
Industrial

Standards

の
略
で
、
日
本
工

業
規
格
の
こ
と
。
こ
の
う
ち
、
高

齢
者
や
障
害
者
を
含
め
全
て
の
人

が
使
用
端
末
等
に
関
係
な
く
ウ
ェ

ブ
コ
ン
テ
ン
ツ
を
利
用
で
き
る
よ

う
に
す
る
た
め
の
基
準
と
し
て
、

レ
ベ
ル
Ａ
、
レ
ベ
ル
Ａ
Ａ
、
レ
ベ

ル
Ａ
Ａ
Ａ
の
３
つ
の
達
成
基
準
が

定
め
ら
れ
て
い
る
。

用
語
の
解

用
語
の
解
説説

 
質
問　

空
き
家
等
対
策
に
、
今
後
市

役
所
内
に
窓
口
を
設
け
て
は
ど
う
か
。

市
長　

協
定
締
結
に
よ
り
、
空
き
家

等
に
つ
い
て
問
題
を
抱
え
る
所
有
者

に
対
し
、
相
談
内
容
に
応
じ
た
窓
口

を
紹
介
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
協

定
締
結
後
ま
だ
間
が
な
く
、
現
在
新

た
に
窓
口
を
設
け
る
考
え
は
な
い
。

 
質
問　

市
の
考
え
る
農
業
公
園
は
市

民
が
親
し
む
も
の
に
な
っ
て
い
る
か
。

市
長　

市
内
に
は
、
農
業
公
園
は
な

い
が
、
小
平
ふ
る
さ
と
村
、
農
業
体

住
ま
い
に
つ
い
て
幾
つ
か
の

課
題
に
対
す
る
市
の
取
り
組
み
は

小
平
農
業
の
課
題
と
発
展
に
つ
い
て

験
農
園
な
ど
、
既
に
農
業
公
園
の
機

能
を
有
す
る
農
園
等
が
あ
り
、
多
く

の
市
民
に
農
に
親
し
ん
で
も
ら
え
て

い
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

 
質
問　

国
が
示
し
た
改
定
国
民
健
康

保
険
事
業
費
納
付
金
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

と
標
準
保
険
料
率
の
第
３
回
試
算
と

の
関
係
は
市
に
ど
う
影
響
す
る
か
。

市
長　

７
月
に
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
改

正
さ
れ
来
年
度
か
ら
の
公
費
の
拡
充

内
容
が
示
さ
れ
た
。
国
の
見
解
で
は

保
険
料
の
激
変
緩
和
策
拡
充
等
で
保

険
料
の
伸
び
を
一
定
範
囲
に
と
ど
め

る
方
針
と
聞
い
て
い
る
。
市
へ
の
影

響
は
現
時
点
で
は
把
握
し
て
い
な
い
。

国
民
健
康
保
険
制
度
が
変
わ
り
、

市
民
に
と
っ
て
変
わ
る
こ
と
は

 
質
問　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
用
い
た
基
礎
・
基

本
の
充
実
及
び
先
進
的
な
取
組
研
究

発
表
会
か
ら
見
え
た
課
題
と
成
果
を

今
後
の
教
育
に
ど
う
活
用
す
る
の
か
。

教
育
長　

課
題
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の

特
性
を
教
員
が
理
解
し
、
効
果
的
な

活
用
方
法
の
さ
ら
な
る
研
究
を
深
め

る
必
要
が
あ
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。

成
果
は
児
童
の
学
習
意
欲
向
上
等
で
、

教
員
に
と
っ
て
は
、
児
童
の
学
習
状

況
を
把
握
し
や
す
く
な
る
こ
と
な
ど

で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
主
体
的・

対
話
的
で
深
い
学
び
を
実
現
す
る
授

業
を
展
開
す
る
た
め
に
、
先
進
事
例

に
基
づ
き
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
活
用
し
て

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
用
い
た
先
進
的
な
取
組
研
究

発
表
会
か
ら
見
え
て
き
た
こ
と
は

い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。

 
質
問　

臼
部
活
動
外
部
指
導
員
の
拡

充
の
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　

渦
部
活
動
外
部
指
導
員
制
度
の
運

用
の
見
直
し
は
考
え
て
い
る
か
。

　

嘘
部
活
動
外
部
指
導
員
と
部
活
動

指
導
員
の
権
限
の
違
い
は
。

教
育
長　

臼　

年
度
と
比
較
し
６
人

２８

増
加
し
、
現
在　
人
配
置
し
て
い
る
。

６１

　

渦　

年
度
末
に
ス
ポ
ー
ツ
庁
が
策

２９

定
予
定
の
運
動
部
活
動
の
在
り
方
に

関
す
る
総
合
的
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

動
向
を
注
視
し
つ
つ
研
究
し
て
い
く
。

　

嘘
主
に
は
部
活
動
指
導
員
は
対
外

運
動
競
技
等
の
引
率
が
可
能
で
あ
る
。

小
平
市
立
中
学
校
の
部
活
動

外
部
指
導
員
等
に
つ
い
て

 
質
問　

臼
不
登
校
の
子
ど
も
た
ち
の

学
ぶ
機
会
の
確
保
策
は
。

　

渦
不
登
校
の
児
童
・
生
徒
が
Ｉ
Ｔ

等
を
活
用
し
た
学
習
活
動
を
行
っ
た

場
合
は
出
席
扱
い
と
す
る
平
成　

年
１７

の
文
部
科
学
省
の
通
知
に
つ
い
て
、

具
体
的
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
。

教
育
長　

臼
教
育
支
援
室
の
設
置
の

ほ
か
、
学
校
で
も
教
室
以
外
で
学
習

で
き
る
場
所
の
設
置
等
を
し
て
い
る
。

　

渦
Ｉ
Ｔ
等
を
活
用
し
た
学
習
活
動

を
行
っ
て
い
る
児
童
・
生
徒
が
お
ら

ず
事
例
は
な
い
が
、
今
後
申
し
出
が

あ
れ
ば
適
切
に
対
応
す
る
。

不
登
校
の
子
ど
も
た
ち

の

学

び

に

つ

い

て
 

質
問　

臼
学
童
ク
ラ
ブ
の
対
象
を
小

学
６
年
生
ま
で
拡
大
す
る
こ
と
に
つ

い
て
市
の
考
え
は
。

　

渦
長
期
休
業
中
の
み
の
４
年
生
か

ら
６
年
生
の
受
け
入
れ
や
、
一
時
利

用
を
設
け
る
こ
と
へ
の
市
の
考
え
は
。

市
長　

臼
待
機
児
童
を
出
さ
な
い
こ

と
を
優
先
し
３
年
生
ま
で
は
定
員
を

超
え
受
け
入
れ
て
お
り
、
現
状
で
は

難
し
い
。

　

渦
長
期
休
業
中
に
限
っ
て
の
受
け

入
れ
、
一
時
利
用
の
対
応
は
難
し
い
。

【
掲
載
分
以
外
の
質
問
項
目
】

○
高
齢
者
、
障
害
者
へ
配
慮
し
防
災

気
象
情
報
を
迅
速
に
届
け
る
た
め
に

学
童
ク
ラ
ブ
を
卒
所
し
た
子
ど
も
の

長
期
休
業
の
居
場
所
に
つ
い
て

 
質
問　

臼
桜
を
観
光
資
源
と
し
て
位

置
づ
け
、
桜
の
ま
ち
こ
だ
い
ら
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
こ
と
に
つ
い
て
考
え
は
。

　

渦
西
武
多
摩
湖
線
沿
線
に
ア
ジ
サ

イ
を
植
え
、
公
園
都
市
と
し
て
ア
ピ

ー
ル
す
る
こ
と
に
つ
い
て
考
え
は
。

市
長　

臼
名
勝
小
金
井
サ
ク
ラ
な
ど

は
貴
重
な
観
光
資
源
と
認
識
し
て
い

る
。
既
に
観
賞
会
の
開
催
等
を
し
て

お
り
、
引
き
続
き
市
内
の
桜
を
楽
し

ん
で
も
ら
え
る
よ
う
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
。

　

渦
ど
の
沿
線
の
敷
地
内
も
日
当
た

り
が
よ
く
、
ア
ジ
サ
イ
の
植
栽
に
向

か
な
い
環
境
で
あ
る
た
め
、
あ
じ
さ

い
公
園
で
の
植
栽
を
充
実
し
て
い
く
。

さ
く
ら
花
咲
く
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
に

よ
る
公
園
都
市
こ
だ
い
ら
に
つ
い
て

 
質
問　

臼
市
民
へ
の
情
報
提
供
ツ
ー

ル
に
カ
ラ
ー
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
は
ど
の
程
度
実
施
さ
れ
て
い
る
か
。

　

渦
市
職
員
や
教
員
へ
の
意
識
啓
発

は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
か
。

市
長　

臼
市
報
の
４
色
カ
ラ
ー
印
刷

面
で
考
慮
し
て
い
る
。
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
は
日
本
工
業
規
格 
Ｊ 
Ｉ
Ｓ
の
等
級

※
５

ダ
ブ
ル
Ａ
準
拠
を
達
成
し
て
い
る
。

　

渦
行
政
文
書
等
作
成
の
際
の
色
使

い
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
を
示
し
、
職

員
研
修
等
で
周
知
を
図
っ
て
い
る
。

教
育
長　

渦
特
別
支
援
教
育
の
研
修

の
中
で
、
視
覚
機
能
に
関
す
る
研
修

の
充
実
に
取
り
組
む
な
ど
し
て
い
く
。

カ
ラ
ー
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の

取

り

組

み

に

つ

い

て
 

質
問　

臼
市
の
実
施
計
画
の
策
定
に

つ
い
て
、
現
在
の
検
討
状
況
は
。

　

渦
市
民
の
中
で
の
十
分
な
議
論
、

納
得
と
合
意
を
図
る
こ
と
に
つ
い
て
、

現
在
検
討
し
て
い
る
課
題
と
方
法
は
。

市
長　

臼
小
平
市
一
般
廃
棄
物
減
量

等
推
進
審
議
会
や
庁
内
委
員
会
で
の

意
見
な
ど
を
踏
ま
え
て
、
実
施
計
画

素
案
の
策
定
を
進
め
て
い
る
。

　

渦
全
市
民
に
か
か
わ
る
の
で
、
一

人
一
人
に
丁
寧
に
説
明
す
る
必
要
が

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
説
明
会
を

　

回
設
定
し
、
き
め
細
か
に
説
明
す

１２る
と
同
時
に
、
自
治
会
等
に
も
積
極

的
に
訪
問
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

家
庭
ご
み
の
有
料
化
に
つ
い
て

 
質
問　

臼
小
平
駅
南
口
広
場
ロ
ー
タ

リ
ー
の
中
央
を
花
壇
に
し
た
経
緯
は
。

　

渦
市
民
が
花
を
近
く
で
親
し
め
る

よ
う
、
花
壇
全
体
の
周
り
に
遊
歩
道

等
の
ス
ペ
ー
ス
を
設
置
で
き
な
い
か
。

市
長　

臼
あ
か
し
あ
通
り
グ
リ
ー
ン

ロ
ー
ド
化
基
本
計
画
策
定
の
際
の
市

民
意
見
を
参
考
に
、　

年
５
月
の
全

２４

日
本
花
い
っ
ぱ
い
小
平
大
会
に
合
わ

せ
植
栽
帯
を
花
壇
に
改
修
し
、　

人
１００

を
超
え
る
花
植
え
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

よ
り
花
壇
へ
と
改
善
し
た
。

　

渦
現
在
、
花
壇
を
改
修
す
る
予
定

は
な
い
が
、
提
案
の
内
容
は
次
回
の

改
修
の
際
、
参
考
と
す
る
。

小
平
駅
南
口 
ロ
ー
タ
リ
ー
中
央
の

花
壇
を
市
民
の
憩
い
の
場
に

 
質
問　

臼
受
益
者
負
担
の
適
正
化
の

方
針
に
あ
る
公
共
性
の
高
い
団
体
は
、

協
働
の
推
進
に
関
す
る
指
針
と
の
関

連
で
ど
う
捉
え
る
か
。

　

渦
参
加
や
協
働
に
お
い
て
、
担
い

手
の
育
成
や
支
援
を
ど
う
考
え
る
か
。

　

嘘
自
治
基
本
条
例
の
検
証
と
見
直

し
を
市
民
参
加
で
行
う
べ
き
で
は
。

市
長　

臼
指
針
に
お
け
る
協
働
の
主

体
と
な
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
・
市

民
活
動
団
体
な
ど
と
類
似
す
る
部
分

は
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。

　

渦
引
き
続
き
育
成
・
支
援
す
る
。

　

嘘
検
証
の
あ
り
方
や
手
法
を
研
究

す
る
。
見
直
し
は
考
え
て
い
な
い
。

自
治
基
本
条
例
を
検
証
し
参
加
と

協
働
の
前
進
で
元
気
な
小
平
を

 
質
問　

臼
子
ど
も
の
貧
困
を
新
た
な

施
策
に
位
置
づ
け
る
か
。

　

渦
市
や
教
育
委
員
会
の
行
政
計
画

に
子
ど
も
の
遊
び
の
言
葉
は
あ
る
か
。

市
長　

臼
計
画
に
位
置
づ
け
る
。

　

渦
現
行
の
青
少
年
育
成
プ
ラ
ン
に

は
、
児
童
館
、
子
ど
も
広
場
、
プ
レ

イ
パ
ー
ク
な
ど
を
遊
び
場
、
遊
び
を

通
し
た
体
験
・
交
流
活
動
を
提
供
す

る
も
の
と
し
て
掲
げ
て
い
る
。

教
育
長　

渦
学
校
の
遊
び
場
開
放
等

で
、
子
ど
も
た
ち
に
安
全
・
安
心
な

居
場
所
と
し
て
遊
び
の
場
を
提
供
す

る
と
の
記
載
が
あ
る
。

子
ど
も
・
若
者
計
画
の
策
定
で

子
ど
も
が
の
び
の
び
と
育
つ
小
平
を

細
谷　

正
議
員
（
日
本
共
産
党
小
平
市
議
団
）

空
き
家
等
の
課
題
／
農
業
の
課
題
／

国
民
健
康
保
険
制
度
が
変
わ
る
影
響

永
田
政
弘
議
員
（
政
和
会
）

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
用
い
た
取
り
組
み
／

中
学
校
の
部
活
動
外
部
指
導
員

日
向
美
砂
子
議
員
（
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

自
治
基
本
条
例
の
検
証
を
市
民
参
加

で
／
子
ど
も
施
策
に
「
遊
び
」
を

佐
藤　

充
議
員
（
日
本
共
産
党
小
平
市
議
団
）

家
庭
ご
み
の
有
料
化
／
小
平
駅
南
口

ロ
ー
タ
リ
ー
の
花
壇
を
憩
い
の
場
に

竹
井
よ
う
こ
議
員
（
フ
ォ
ー
ラ
ム
小
平
）

不
登
校
の
子
ど
も
た
ち
の
学
び
／

学
童
卒
後
の
居
場
所
／
防
災
気
象
情
報

浅
倉
成
樹
議
員
（
市
議
会
公
明
党
）

公
園
都
市
こ
だ
い
ら
の
ま
ち
づ
く
り
／

カ
ラ
ー
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

葛
小
平
駅
南
口 
ロ
ー
タ
リ
ー
の
花
壇


